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３．平成２７年度の研究の特筆すべき成果 

組立・分解システムの改善方策を検討し、クローズドループサプライチェインに対する

分析を行い、それらのシステムの設計・運用に関する知見を得た。また、環境負荷低減に

向けた製品アップグレードを考慮した設計の方法論についても分析を行った。低環境負荷

のグローバルサプライチェインに関する国際会議での発表は Outstanding Paper Award を受

賞した。 

 

４．平成２７年度の研究成果の公表実績 

  研究ステーションの個々のメンバーが独自に研究を進め、論文を発表した(７．参照)。 

 

５．外部資金の獲得状況 

研究ステーションのメンバーの多くは個別に科学研究費補助金を得て研究を行ってい

る。研究ステーションとしての外部資金は獲得しなかった。 

 

６．今後の研究発展 

環境に配慮したモノづくりに関して、ライフサイクルや循環型生産物流システム等に着

目し、環境調和型製品ライフサイクルシステムについての研究を継続・発展させる。 
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